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題字は、松本明
あ か ね

花寧さん（師勝西小学校６年）の作品

２０１５

西春日井二市一町合同消防出初式

 
３月定例会日程（予定）

 
○時間 ：午前１０時～
○場所 ：市役所東庁舎４階
●委員会の傍聴を希望される方は、当日、午前9

時30分から午前9時45分までの間に受付をお済
ませください。

●委員会の傍聴は先着順で、定員は委員会により
異なります。なお、途中入場、途中退場するこ
とができません。

●日程などは、変更される場合があります。

※傍聴を希望される方は、事前に議会事務局へお
問い合わせください。

２月23日 ㈪ 本会議
３月４日 ㈬ 本会議（一般質問）
３月６日 ㈮ 本会議予備日
３月９日 ㈪ 予算特別委員会
３月10日 ㈫ 予算特別委員会
３月11日 ㈬ 福祉教育常任委員会
３月12日 ㈭ 建設常任委員会
３月13日 ㈮ 総務常任委員会

３月16日 ㈪ 鉄道連続立体交差事業
等検討特別委員会

３月19日 ㈭ 本会議

請願・陳情の受付について
３月定例会の審査対象となる請願書・陳情書の提出期限は、２月13日（金）の午
後５時（予定）です。詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

平成26年
第４回 定例会

議決された議案� ２P
委員会における
　　　審査報告� ６P
常任委員会の
　行政視察報告� ８P
個人質問� 10P
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第
４
回
定
例
会

　

今
定
例
会
は
、
平
成
26
年
度

北
名
古
屋
市
の
一
般
会
計
補
正

予
算
案
１
件
、
条
例
案
６
件
を

含
む
13
議
案
を
上
程
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
人
権
擁
護
委
員

の
候
補
者
の
推
薦
案
２
件
に
つ

い
て
は
、
本
会
議
初
日
に
可
決

（
異
議
な
し
）
し
、
そ
の
他
の

議
案
は
、
12
月
４
日
開
催
の
本

会
議
に
お
い
て
、
所
管
す
る
特

別
委
員
会
及
び
常
任
委
員
会
に

そ
れ
ぞ
れ
審
査
を
付
託
し
た
。

　

そ
の
後
、
所
管
委
員
会
に
お

い
て
付
託
議
案
を
慎
重
に
審
査

し
、
12
月
18
日
開
催
の
本
会
議

に
お
い
て
各
委
員
長
か
ら
審
査

報
告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
た
。

　

ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
議

員
提
案
に
よ
る
意
見
書
案
１
件

を
提
出
し
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案
と
審

議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

12
月
８
日
開
催
の
予
算
特
別

委
員
会
で
、
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

▽
北
名
古
屋
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
を
受
け
、
民
間

と
の
給
与
較
差
を
解
消
す
る
た

め
、
北
名
古
屋
市
職
員
の
給
与

な
ど
を
改
定
し
た
。
ま
た
、
被

災
地
な
ど
へ
の
職
員
派
遣
に
際

し
、
配
偶
者
を
有
す
る
派
遣
職

員
の
単
身
赴
任
に
当
た
っ
て
の

経
済
的
負
担
の
実
情
を
鑑
み
、

単
身
赴
任
手
当
を
定
め
た
。
公

布
の
日
か
ら
施
行
し
、
給
与
表

及
び
通
勤
手
当
の
改
定
、
単
身

赴
任
手
当
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
４
月
１
日
に
遡
っ
て
適
用

し
、
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら
適
用

す
る
。

▽
北
名
古
屋
市
特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
職

員
の
給
与
改
正
に
準
じ
、
市
長

及
び
副
市
長
並
び
に
教
育
長
、

統
括
参
事
の
期
末
手
当
の
支
給

率
を
０
．
１
５
月
分
の
引
き
上

げ
を
行
っ
た
。
公
布
の
日
か
ら

施
行
し
、
平
成
26
年
12
月
１
日

か
ら
適
用
す
る
。

▽
北
名
古
屋
市
議
会
の
議
員
の

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
職

員
の
給
与
改
正
に
準
じ
、
市
特

別
職
と
同
様
、
市
議
会
議
員

の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
０
．

１
５
月
分
の
引
き
上
げ
を
行
っ

た
。
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、

平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら
適
用

す
る
。

平成26年度�一般会計補正予算など
13議案を可決

第４回定例会は11月26日から12月18日までの
23日間を会期として開催した

第
４
回
定
例
会

補
正
予
算

会　　計　　名
（平成26年度）

一　般　会　計

補 正 額 2億784万4,000円増

予 算 現 額 272億2,642万8,000円

条
　
例

給料表の改定 平均改定率　0.27％

勤 勉 手 当 の
引 き 上 げ

一般職の職員　0.15月
再 任 用 職 員　0.05月

通勤手当の改定 距離に応じて100円～7,100円を増額

単身赴任手当

（基本額23,000円）＋（単身赴
任後の住居と残された配偶者の
居 住 す る 住 居 の 距 離 に 応 じ て
45,000円（上限）の加算額）
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▽
字
の
呼
称
の
変
更
に
つ
い
て

　

徳
重
土
部
地
域
の
多
数
の
住

民
か
ら
の
要
望
を
尊
重
す
る
た

め
、
字
の
呼
称
を
次
の
と
お
り

変
更
し
た
。
平
成
27
年
４
月
１

日
か
ら
呼
称
変
更
す
る
。

▽
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

北　

條　

正　

德

　
　
　
　

北
名
古
屋
市
法
成
寺

　

西　

垣　

純　

子

　
　
　
　

北
名
古
屋
市
熊
之
庄

　

第
３
回
臨
時
会
は
、
11
月
７

日
に
招
集
さ
れ
、「
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議

案
１
件
を
審
議
し
、
全
員
賛
成

に
よ
り
可
決
し
た
。

一
　
般

変 更 後 変 更 前

 徳
とく

重
しげ

　 土
つち

部
べ

 徳
とく

重
しげ

　土
ど

部
ぶ

推
　
薦

　　第４回定例会　◇上程議案とその審議結果◇
北名古屋市職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決 全員賛成

北名古屋市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について 原案可決 賛成多数

北名古屋市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について 原案可決 賛成多数

字の呼称の変更について 原案可決 全員賛成

平成26年度北名古屋市一般会計補正予算（第3号）について 原案可決 賛成多数

北名古屋市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 原案可決 全員賛成

西春日井広域事務組合規約の変更について 原案可決 全員賛成

北名古屋市国民健康保険条例の一部改正について 原案可決 全員賛成

北名古屋市障害（児）者扶助料支給条例の一部改正について 原案可決 全員賛成

市道路線の認定及び廃止について 原案可決 全員賛成

人権擁護委員の候補者の推薦について 異議なし 全員賛成

人権擁護委員の候補者の推薦について 異議なし 全員賛成

労働者保護ルール改正の見直しを求める意見書の提出について 原案可決 全員賛成

18
日（
木
）

17
日（
水
）

16
日（
火
）

12
日（
金
）

～
15
日（
月
）

11
日（
木
）

10
日（
水
）

９
日（
火
）

８
日（
月
）

５
日（
金
）

～
７
日（
日
）

４
日（
木
）

３
日（
水
）

27
日（
木
）

～
12
月　
　

２
日（
火
）

11
月　
　

26
日（
水
）

第
４
回
定
例
会
審
議
日
程

本
会
議

諸
般
の
報
告
、
委
員
長
報

告
・
質
疑
、
討
論
、
採
決
、

追
加
議
案
の
上
程
、
追
加

議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採

決
、閉
会
中
の
継
続
審
査
、

議
員
派
遣
、
閉
会

議
案
精
読

議
会
運
営
委
員
会

議
案
精
読

総
務
常
任
委
員
会　
　

建
設
常
任
委
員
会

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

議
案
精
読

本
会
議

諸
般
の
報
告
、
質
疑
、

議
案
の
委
員
会
付
託
、

一
般
質
問　

議
会
運
営
委
員
会

議
案
精
読

本
会
議

開
会
、
会
議
録
署
名
議

員
の
指
名
、
会
期
の
決

定
、
諸
般
の
報
告
、、
議

案
の
上
程
、
提
案
説
明
、

一
部
議
案
の
質
疑
・
討

論
・
採
決
、
特
別
委
員

会
の
設
置

第
３
回
臨
時
会

（仮称）総合運動広場
グラウンド整備工事

契約方法 指名競争入札

入札業者数 12者

契 約 者 株式会社山越
北名古屋支店

契約金額 4億7,790万円建設中の（仮称）総合運動広場グラウンド
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意
見
書

　議員提案により提出された、労働者を保護するルールが後退されないよう求める
「労働者保護ルール改正の見直しを求める意見書」は、「全員賛成」で可決した後、
関係機関へ提出した。

労働者保護ルール改正の見直しを求める意見書

　我が国は、働く者のうち約９割が雇用関係のもとで働く「雇用社会」である。この
「雇用社会日本」の主人公である雇用労働者が、安定的な雇用と公正な処遇のもとで安
心して働くことができる環境を整備することが、デフレからの脱却、ひいては日本経
済・社会の持続的な成長のために必要である。
　現在、国においては、「成長戦略」の名のもとに、「解雇の金銭解決制度」や「ホワ
イトカラー・イグゼンプション」の導入、解雇しやすい正社員をふやす懸念のある「限
定正社員」の普及、労働者保護の後退を招くおそれのある労働者派遣法の見直しなどと
いった、労働者を保護するルールの後退が懸念される議論がなされている。
　しかしながら、地方の現状に鑑みると、働く者の犠牲の上に描く成長戦略は、国が掲
げる「経済の好循環」につながるものではない。
　また、労働者保護ルールそのものにとどまらず、労働政策に係る基本方針の策定のあ
り方にも及んでおり、労使の利害調整の枠を超えた仕組みを創設することも提言されて
いる。雇用・労働政策は、ＩＬＯの三者構成原則に基づき労働政策審議会において議論
すべきであり、こうした提言は、国際標準から逸脱したものと言わざるを得ない。
　よって、本市議会は国に対し、こうした現状に鑑み、下記事項を強く要望するもので
ある。

記

１　不当な解雇として裁判で勝訴しても企業が金銭さえ払えば職場復帰の道が閉ざされ
てしまう「解雇の金銭解決制度」、解雇しやすい正社員をふやす懸念のある「限定正
社員」制度の普及、長時間労働を誘発するおそれのある「ホワイトカラー・イグゼン
プション」の導入など、重要な改正は慎重に議論を進めていくこと。

２　低賃金や低処遇のままの派遣労働の拡大につながりかねない法改正ではなく、派遣
労働者のより安定した直接雇用への誘導と処遇改善に向けた法改正の検討を行うこと。

３　雇用・労働政策に係る議論はＩＬＯの三者構成主義にのっとって、労働者代表委員、
使用者代表委員、公益委員で構成される労働政策審議会で行われるべきであること。

　　
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成26年12月18日
愛知県北名古屋市議会　

　内  閣  総  理  大  臣　　安　倍　晋　三　　様
　厚  生  労  働  大  臣　　塩　崎　恭　久　　様
　経 済 再 生 担 当 大 臣　　甘　利　　　明　　様
　内 閣 府 特 命 担 当 大 臣　　有　村　治　子　　様
 （　規　制　改　革　）
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5

第４回議会報告会を開催しました
　平成26年10月18日（土）に総合体育館・多目的ホールで第４回議会報告会を開催し、52名の
方にご参加いただき、平成26年第３回定例会での審議内容などを所管委員会ごとにご報告をさ
せていただきました。
　また、会場では、活発なご意見をお伺いすることができました。ご協力ありがとうございま
した。皆様からいただいたご要望、ご意見を議会活動に反映させるとともに要望の実現に向け
て努めてまいります。

議会報告会次第
１　開会
２　報告事項
　⑴　決算特別委員会
　⑵　予算特別委員会
　⑶　総務常任委員会
　⑷　福祉教育常任委員会
　⑸　建設常任委員会
　⑹　全体質疑
３　閉会

【全体質疑での主な質問・回答】
Ｑ　地場産業を少しでも豊かにするため、分離発注や共同企業体を組むなど、少しでも

財政が豊かになるよう検討を。
Ａ　我々も地元企業の育成に目を背けている訳ではなく、共同企業体で受けた場合は、

地元企業を加えてもらうよう言葉添えをしている。
Ｑ　きたバスは、経費がかかるため、廃止をするべきでは。
Ａ　時間帯、コースによって利用者が皆無に近い場合もあるが、バスを運行することで

助かっている方もいる。年間６～７千万の維持費が必要となるが、地域の方の強い
意思もあり、事業を継続している。

Ｑ　議会報告会で頂いた市民の意見は、市政に反映させてほしい。それが選挙における
投票結果となるのでは。

Ａ　これから先も一つ一つ取り組んでいく。

【アンケートで寄せられたご意見・ご要望・感想】
○質問時間をもう少し長くしてほしい。（多くの意見を聞く考えで実施してほしい。）

○参加者が少ないので、もう少し多く集まるとよい。

○福祉の面での報告を期待していたが少なかった。
ご意見・ご要望・感想をいただきありがとうございました。



平成27年２月１日（44号）
6北名古屋市議会だより

▼
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

質
問　
①
人
事
院
勧
告
に
よ
り

一
般
職
の
職
員
の
勤
勉
手
当
が

引
き
上
げ
と
な
る
。
特
別
職
の

職
員
や
議
員
も
同
様
に
引
き
上

げ
る
理
由
は
。

答
弁　

人
事
院
勧
告
に
お
い
て
、

特
別
職
も
一
般
職
に
準
ず
る
旨

の
記
載
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

質
問　

本
市
の
行
政
判
断
と
し

て
、
特
別
職
の
職
員
と
議
員
の

期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
こ
と

が
、
適
当
と
考
え
る
の
か
。

答
弁　

人
事
院
勧
告
は
、
毎
年

４
月
に
国
家
公
務
員
と
民
間
企

業
と
の
給
与
の
差
を
算
出
し
、

適
切
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
も

の
で
あ
る
。
特
別
職
の
職
員
や

議
員
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
明

確
な
基
準
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
本
市
で
は
、
人
事
院
勧
告

を
一
つ
の
基
準
と
し
、
勧
告
に

従
っ
て
い
る
。

質
問　
②
臨
時
財
政
対
策
債
が

増
額
と
な
っ
て
い
る
。
基
金
か

ら
繰
り
入
れ
る
よ
り
も
本
市
の

財
政
運
営
に
と
っ
て
は
有
利
に

な
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
弁　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、

後
年
度
に
③
元
利
償
還
金
が

④
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る

た
め
、
基
金
を
取
り
崩
す
よ
り

も
有
利
な
起
債
で
あ
り
、
行
政

水
準
を
保
つ
た
め
に
必
要
と
考

え
て
い
る
。

質
問　

本
市
の
⑤
財
政
力
指
数

は「
１
」を
下
回
っ
て
い
る
。「
１
」

を
上
回
っ
た
場
合
、地
方
交
付

税
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
弁　

今
後
、
歳
入
が
大
き
く

増
え
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
地
方

交
付
税
が
不
交
付
と
な
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
元
利
償
還
金
を

支
払
え
る
余
力
が
あ
る
と
判
断

で
き
る
た
め
、
特
に
大
き
な
問

題
は
な
い
と
考
え
る
。

▼
北
名
古
屋
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

質
問　

産
科
医
療
補
償
制
度
に

加
入
し
て
い
な
い
医
療
機
関
は

あ
る
の
か
。

答
弁　

通
常
の
医
療
機
関
で
は
、

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
加
入
し
て

い
る
が
、
助
産
院
な
ど
は
加
入

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

98
パ
ー
セ
ン
ト
の
加
入
率
と
な

っ
て
い
る
。
市
内
の
医
療
機
関

に
お
い
て
は
、
全
て
加
入
し
て

い
る
。

▼
北
名
古
屋
市
障
害（
児
）
者

扶
助
料
支
給
条
例
の
一
部
改

正
質
問
　
法
改
正
で
指
定
医
療
機

関
か
ら
指
定
発
達
支
援
医
療
機

関
に
変
更
と
な
っ
た
が
、
具
体

的
な
変
更
点
は
。

答
弁　

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
や
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
な
ど
が
設
置
す
る
医

療
機
関
の
略
称
の
変
更
の
み
で
、

制
度
の
変
更
は
な
い
。

▼
北
名
古
屋
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

質
問
　
本
市
や
近
隣
市
の
平
成

26
年
度
の
⑥
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
は
。

答
弁　

平
成
26
年
４
月
の
本

市
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
、

９
７
．
４
と
な
っ
て
お
り
、
清

須
市
が
９
５
．
７
、
岩
倉
市

が
１
０
２
．
２
、
小
牧
市
が

１
０
２
．
３
、
尾
張
旭
市
が

１
０
０
．
３
と
な
っ
て
い
る
。

～主な議案質疑の
　　内容を紹介します～審査報告審査報告審査報告

予
算
特
別
委
員
会

予 算 特 別 委 員 会：平成26年度一般会計補正予算（第３号）
福祉教育常任委員会：北名古屋市国民健康保険条例の一部改正
　　　　　　　　　：北名古屋市障害（児）者扶助料支給条例の一部改正
総 務 常 任 委 員 会：北名古屋市職員の給与に関する条例の一部改正

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会
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質
問　

今
後
、
職
員
の
士
気
を

上
げ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

職
員
に
対
す
る
接
遇
の

苦
情
が
減
り
、
プ
ラ
ス
評
価
が

増
え
、
職
員
の
士
気
も
高
ま
っ

て
お
り
、
時
間
外
に
自
主
的
に

研
究
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
活

動
も
あ
る
。
さ
ら
に
意
欲
が
高

ま
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
考
え
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
処
遇

面
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
精
神

的
な
面
で
高
い
評
価
を
す
る
こ

と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

▼
北
名
古
屋
市
議
会
の
議
員
の

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

質
問　

一
般
職
の
職
員
の
給
与

改
正
に
伴
い
、
議
員
の
期
末
手

当
の
額
が
改
正
さ
れ
る
。
議
員

と
一
般
職
の
職
員
で
は
、
立
場

に
違
い
が
あ
る
。
市
民
に
ど
の

よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
考

え
る
か
。

答
弁　

一
定
の
基
準
を
示
さ
な

け
れ
ば
、
議
員
の
期
末
手
当
の

額
が
適
正
で
あ
る
か
の
議
論
が

感
覚
論
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

市
民
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

人
事
院
勧
告
と
い
う
基
準
に
沿

っ
て
、
職
員
、
特
別
職
、
議
員

は
同
じ
よ
う
に
改
定
し
て
き
て

お
り
、
市
民
の
方
に
も
ご
理
解

を
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

他
市
町
の
議
員
の
報
酬

と
比
較
す
る
場
合
、
何
を
基
準

と
す
る
の
か
。

答
弁　

適
正
な
報
酬
額
を
求
め

る
の
は
、
非
常
に
難
し
い
た
め
、

現
状
で
は
、
県
下
の
自
治
体
の

人
口
規
模
に
合
わ
せ
て
報
酬
額

を
決
定
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

て
い
る
。

委員会における委員会における委員会における
総 務 常 任 委 員 会：北名古屋市職員の給与に関する条例の一部改正
　　　　　　　　　：北名古屋市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の

一部改正

用
　
語
　
解
　
説

①
人
事
院
勧
告

　

国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
労
働
条
件
の
改
定

な
ど
に
つ
い
て
、
人
事
院
が
国
会
及
び
内
閣
に
行
う
勧
告
の
総

称
で
す
。
国
家
公
務
員
の
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
措
置
と
し

て
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、
民
間
企
業
従
業
員
の
給
与
水
準
と

均
衡
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

文
中
で
は
、
給
与
に
関
す
る
勧
告
を
指
し
ま
す
。

②
臨
時
財
政
対
策
債

　
地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
す
る
べ
き
財
源
が
不
足
し
た
場
合

に
、
不
足
し
た
分
を
地
方
債
で
補
い
、
償
還
に
要
す
る
費
用
は
、

後
年
度
の
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
ま
す
。

③
元
利
償
還
金

　
地
方
債
な
ど
の
借
入
金
に
係
る
返
済
金
で
す
。

④
地
方
交
付
税

　
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
国
税
か
ら

地
方
に
配
分
さ
れ
る
交
付
金
で
す
。

⑤
財
政
力
指
数

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
上
の
能
力
を
示
す
指
数
で
あ
り
、
こ

の
指
数
が
「
１
」
を
超
え
る
ほ
ど
財
政
力
が
強
く
、
財
源
に
余

裕
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

⑥
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

　
国
家
公
務
員
の
水
準
を
１
０
０
と
し
た
場
合
の
地
方
公
務
員

の
給
与
水
準
を
示
す
指
数
で
す
。
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行政視察報告行政視察報告行政視察報告
沖縄地域知的財産戦略について（内閣府沖縄総合事務局）

　本市に多く見受けられる中小企業は、知的財産の戦略的活用に向けた体制が不
十分と言われている。内閣府沖縄総合事務局において展開されている沖縄地域の
優位性を活かした地域資源のブランド化への支援や知的財産に対する意識啓発の
取り組みは、本市の知的財産に係る施策を検討するうえで大変参考となるもので
あった。

平和の語り部育成事業について（糸満市）
　糸満市では、戦争体験者の高齢化により年々体験者が減少していくなか、体験
者の記憶と記録を正しく次世代に継承していくため、平和ガイド及び子どもたち
への平和研修を開催し、平和の語り部育成に取り組んでいる。本市においても平
和の使者派遣など、平和行政への取り組みが進められており、大変参考となるも
のであった。

平和祈念資料館の運営について（沖縄県平和祈念資料館）
　沖縄県平和祈念資料館では、単なる資料の収集・展示にとどまることなく、高
齢化により減少する戦争体験者の証言の収録や学芸員による平和講話の実施など、
資料展示と併せ、平和のために何ができるかなどを考えるためのきっかけづくり
などの取り組みが行われており、大変参考となるものであった。

収納対策について（うるま市）
　うるま市では、市税などの滞納者に電話で自主納付を呼びかける電話催告セ
ンターが設置されている。本事業は沖縄県内においても３市のみが実施する事業
で、業務委託により民間コールセンターのノウハウを活用するものであり、導
入した平成25年度は、平成17年度と比べ徴収率が 10％以上の伸びを示している。
今後、この取り組みを参考に当局へ提言していきたい。

総務常任委員会

10月15日　内閣府沖縄総合事務局
　　16日　沖 縄 県 糸 満 市
　　　　　沖縄県平和祈念資料館
　　17日　沖縄県うるま市

◎松田　功　○大野　厚
　永津正和　　渡邊幸子
　間宮文枝　　阿部武史　
　梅村真史

コミュニティ・スクールについて（春日市）
　学校・地域・家庭が目標を共有化し、それぞれの役割を担い協働しながら相互
に責任を果たす「協働責任分担方式」という独自のスタイルを確立し、成果を挙
げている。本市のコミュニティ・スクール事業は、研究期間を終え、今後、本格
的に展開していく。地域の方々にコミュニティ・スクール導入の目的、仕組み、
内容などを十分に周知し、理解していただくことが課題となっている。本市議会
としても非常に参考となった。

公立保育所民営化について（糸島市）
　行財政健全化計画の一環として、人件費や施設整備事業費における市の負担削
減となる財政効果や保育サービスの向上が期待できるという観点から公立保育所
の民営化に取り組んでいる。本市においても、民営化を含めた将来の保育園の方
向性について、国の政策動向や施設の老朽化の状況を踏まえつつ検討していくこ
とが課題であり、民営化の現状把握を行うことができた今回の視察は、大変参考
になった。

生活困窮者自立支援制度について（佐賀市）
　厚生労働省の生活困窮者自立促進支援モデル事業として、失業や離婚、障害な
どによる生活困窮者の方が生活保護を受ける状況になる前に、早期に寄り添うセ
ーフティネットを構築し、自立支援に取り組んでいる。今年４月の生活困窮者自
立支援法の施行に伴い、本市の支援体制の構築を進めるうえで参考となるもので
あった。

福祉教育常任委員会

10月28日　福 岡 県 春 日 市
　　29日　福 岡 県 糸 島 市
　　30日　佐 賀 県 佐 賀 市

◎神田　薫　○桂川将典
　黒川サキ子　　平野弘康
　山下隆義　　齊藤裕美
　渡邉麻衣子　　

◎委員長　○副委員長
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各常任委員会の各常任委員会の
清掃工場の運営状況について（弘前市）

　弘前市をはじめ周辺市町村で構成される弘前地区環境整備事務組合では、地域
環境整備の拠点となる環境整備センター（ごみ処理施設）をはじめ、中央衛生セ
ンター（し尿処理施設）、南部清掃工場（ごみ処理施設）の管理・運営が行われて
いる。なかでも、環境整備センターは、ごみや環境、リサイクル情報を発信する
プラザ棟の併設や焼却熱の有効利用により、施設のエネルギー節約など環境負荷
低減のための取り組みがなされている。今後の清掃工場建設において大変参考と
なるものであった。

企業誘致について（大館市）
　大館市は、「環境・リサイクル産業」、「医療機器・医薬品産業」、「農林畜産業」
関連のほか、「食品関連産業」などさらなる集積を主軸に捉えた企業誘致を展開
しており、大きな成果を収めている。また、空き公共施設等活用促進条例の制定、
仕事に役立つ資格を取得する際の経費を補助する資格取得支援事業、市長によ
る企業へのトップセールスなどの企業誘致を後押しする取り組みが行われており、
本市の企業誘致においても大変参考となるものであった。

空き家等の適正管理について（仙北市）
　仙北市は、「空き家等適正管理に関する条例」を制定し、行政協力員や民生委
員からの情報を基に空き家調査を行い、ランク判定ごとに適正な管理、指導を行
う取り組みが行われている。また、空き家対策支援事業補助金の交付、空き家対
策推進事業として秋田銀行と提携し、解体時の資金サポートを行っている。人口
減少や高齢者の施設への入所などにより、空き家の増加が全国各地で懸念されて
いるなか、本市においても将来を見据えた施策として当局へ提言していきたい。

建設常任委員会

10月21日　青 森 県 弘 前 市
　　22日　秋 田 県 大 館 市
　　23日　秋 田 県 仙 北 市

◎沢田　哲　○上野雅美
　長瀬悟康　　太田考則
　牧野孝治　　大原久直
　猶木義郎

各常任委員会の

【お問い合わせ先】　☎（０５６８）２２－１１１１　議会事務局　内線３４１３

市議会を傍聴してみませんか
　本会議、常任委員会、特別委員会は、一般に公開されており、傍聴することができます。
　皆さんの生活に直結した重要な事項などが審議されています。ぜひ、傍聴してください。
　傍聴の手続きなど、詳しくは、議会事務局にお問い合わせください。

インターネットで市議会の録画中継が視聴できます。
　傍聴にいけない方も市のホームページにアクセスしていただけ
れば会議の様子が視聴できます。ぜひ、ご利用ください。

会議録検索システムをご利用ください
　市議会では、会議録検索システムを導入しております。
　本会議などの会議録を市のホームページからアクセスしていた
だければご覧いただけます。ぜひ、ご利用ください。
市のホームページアドレス　http://www.city.kitanagoya.lg.jp

…市議会からのお知らせ……市議会からのお知らせ…
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質
問

　

本
市
総
合
計
画
で
は
、
計
画

的
に
い
く
つ
か
の
課
題
解
決
が

図
ら
れ
て
い
る
。
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計

に
よ
る
と
、
本
市
の
人
口
は
２ 

０
２
０
年
の
８
万
４
千
余
人
を

ピ
ー
ク
に
緩
や
か
に
人
口
減
少

に
転
じ
、
２
０
４
０
年
に
は
８ 

万
１
千
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。
公
共
施
設
や
設
備
な

ど
、
社
会
資
本
の
老
朽
化
は
免

れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
人

口
推
移
を
参
考
に
、
こ
れ
ら
の

対
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
次
期

総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
。
当
局
の
見
解
は
。

答
弁
（
総
務
部
長
）

　

昨
今
の
経
済
情
勢
や
増
え
続

け
る
社
会
保
障
費
な
ど
を
前
提

に
考
え
る
と
、
今
後
一
斉
に
更

新
時
期
を
迎
え
る
公
共
施
設
の

全
て
を
維
持
更
新
し
続
け
る
こ

と
は
、
い
ず
れ
の
自
治
体
に
お

い
て
も
非
常
に
難
し
い
状
況
に

あ
る
。
平
成
26
年
４
月
に
は
、

総
務
省
よ
り
地
方
自
治
体
が
管

理
す
る
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施
設

に
関
し
て
、
長
期
的
な
視
点
で

財
政
負
担
を
軽
減
、
平
準
化
す

る
た
め
の
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
要
請

が
あ
り
、
平
成
28
年
度
ま
で
に

策
定
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の

計
画
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
将

来
的
な
人
口
減
少
に
よ
る
行
政

需
要
の
変
化
を
念
頭
に
置
き
、

計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

は
。

再
答
弁
（
総
務
部
長
）

　

総
務
課
、
経
営
企
画
課
及
び

財
政
課
か
ら
６
名
の
職
員
を
選

出
し
、
検
討
を
始
め
て
い
る
。

今
後
は
、
必
要
に
応
じ
て
業
者

委
託
も
視
野
に
入
れ
進
め
て
い

き
た
い
。

質
問

　

将
来
の
市
民
協
働
の
発
展
の

た
め
、
次
の
４
点
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
１
点
目
は
市
内

の
自
治
会
世
帯
数
の
差
が
大
き

く
、
世
帯
数
を
均
等
に
し
た
新

た
な
組
織
に
再
編
す
べ
き
で
あ

る
。
２
点
目
は
協
働
の
主
体
で

あ
る
市
民
、
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、

活
動
の
拠
点
と
な
る
ス
ペ
ー
ス

を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。
３
点

目
は
市
民
協
働
が
目
指
す
の
は
、

地
域
の
課
題
を
行
政
と
市
民
が

一
緒
に
解
決
し
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
政
策
課
題
の
共
有
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
４
点
目
は

市
民
協
働
の
あ
り
方
や
基
本
的

姿
勢
に
つ
い
て
本
市
は
今
ま
で

行
政
主
導
で
あ
っ
た
が
、
市
民

協
働
の
取
り
組
み
の
意
義
、
目

指
す
べ
き
市
民
協
働
の
未
来
に

つ
い
て
市
民
と
意
見
交
換
す
べ

き
で
あ
る
。

　

市
民
協
働
の
価
値
を
市
民
に

広
く
受
け
止
め
て
も
ら
う
こ
と

が
本
市
の
将
来
像
に
ふ
さ
わ
し

い
市
民
協
働
で
あ
る
。
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

答
弁
（
総
務
部
長
）

　

ま
ち
な
か
に
活
動
拠
点
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
市

民
や
団
体
の
交
流
、
情
報
交
換

の
機
会
が
生
ま
れ
活
動
が
活
発

化
す
る
と
考
え
る
。
市
民
活
動

推
進
課
と
し
て
開
設
す
る
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ
、
９
団
体

が
情
報
交
換
を
し
て
お
り
、
勉

強
会
や
広
報
に
よ
り
、
情
報
交

換
を
行
う
団
体
を
増
や
す
よ
う

努
力
す
る
。
ま
た
、
行
政
が
実

施
し
て
い
る
事
業
の
な
か
か
ら

市
民
協
働
の
で
き
る
可
能
性
の

あ
る
事
業
を
洗
い
出
し
、
そ
れ

を
市
民
や
団
体
に
事
業
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
示
せ
る
よ
う
な
取
り

組
み
も
進
め
て
い
き
た
い
。
さ

ら
に
自
治
会
な
ど
の
行
事
に
職

員
が
出
向
い
て
地
域
の
課
題
を

聞
き
、
市
の
担
当
部
署
を
交
え

て
課
題
解
決
し
て
い
く
よ
う
な

仕
組
み
を
作
り
出
し
、
自
然
に

市
民
の
な
か
か
ら
市
民
協
働
の

担
い
手
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
風

土
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。

市
政
ク
ラ
ブ

神
田
　
　
薫

12
名　

市
政
を
問
う

（
要
旨
）

個
人
質
問

個
人
質
問

市
民
協
働
を
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か

市
政
ク
ラ
ブ

桂
川
　
将
典

次
期
総
合
計
画
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
広
島
・
長
崎
訪
問
の
隔
年

実
施
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
こ
れ
ま
で
の
市
民
協
働
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

・
市
民
協
働
の
取
り
組
み
に

対
す
る
課
題
認
識
に
つ
い

て
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質
問

　

政
府
は
認
知
症
対
策
の
国
家

戦
略
策
定
へ
動
き
出
し
、
国
も

具
体
的
な
目
標
や
対
策
を
明
確

に
打
ち
出
し
て
い
る
。
本
市
も

早
期
の
適
切
な
診
断
と
対
応
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
の

４
点
に
お
け
る
本
市
の
取
り
組

み
状
況
は
。

①
本
市
に
お
け
る
認
知
症
予
防

の
取
り
組
み
と
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
の
施
策
に
つ
い
て
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
た
専
門
チ
ー
ム
に
よ
る

訪
問
活
動
に
つ
い
て
。

③
認
知
症
の
改
善
に
目
覚
ま
し

い
効
果
の
あ
る
回
想
法
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

④
認
知
症
の
早
期
発
見
に
つ
な

げ
る
た
め
の
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ

イ
ト
の
導
入
と
医
療
と
介
護
の

連
携
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）
の
導
入
に
つ
い
て
。

答
弁
（
福
祉
部
次
長
）

　

①
全
国
に
先
駆
け
回
想
法
を

導
入
し
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
の

た
め
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
を
各
地
で
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
、
認
知
症
の
家
族
や
介
護

者
の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
、
介
護

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
ほ
っ
と
カ
フ

ェ
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
迷

い
人
の
発
生
の
際
は
、
防
災
行

政
無
線
や
、
お
た
が
い
さ
ま
ね

っ
と
メ
ー
ル
の
活
用
に
よ
り
早

期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

②
早
期
診
断
、
早
期
対
応
に
向

け
、
早
期
に
体
制
を
整
備
し
た

い
。

③
回
想
法
事
業
は
、
認
知
症
の

改
善
と
予
防
に
有
効
性
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
。

④
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
へ

の
掲
載
を
検
討
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
つ
い
て
は
、
効
果
を
検
証
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係

機
関
の
意
見
も
参
考
と
し
な
が

ら
導
入
の
方
向
性
を
決
め
た
い
。

再
質
問

　

簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

再
答
弁
（
福
祉
部
次
長
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
窓
口
で
簡

単
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

過
去
数
回
に
わ
た
り
水
害
時

の
逃
げ
時
マ
ッ
プ
の
作
成
を
提

案
し
て
き
た
が
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
作
成
す
る
と
の
答
弁
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本
市
の
避

難
所
は
全
市
民
を
受
け
入
れ
る

体
制
に
は
な
い
。
避
難
す
る
に

も
高
層
ビ
ル
と
平
屋
な
ど
で
は

対
応
が
違
い
、
昼
夜
で
も
異
な

る
。
最
近
の
豪
雨
は
、
ゲ
リ
ラ

豪
雨
と
称
さ
れ
、
時
間
雨
量
が

１
０
０
ミ
リ
を
超
え
て
い
る
。

市
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を

守
る
た
め
、
上
流
地
域
の
降
雨

量
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

逃
げ
時
マ
ッ
プ
を
作
成
す
べ
き

と
考
え
る
。
当
局
の
見
解
は
。

答
弁
（
防
災
環
境
部
次
長
）

　

水
害
時
は
、
災
害
情
報
な
ど

を
も
と
に
、
地
域
事
情
や
住
宅

の
構
造
・
強
度
、
過
去
の
教
訓

な
ど
を
踏
ま
え
、
み
ず
か
ら
の

判
断
で
避
難
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
市
で
は
、
適
切
な
判

断
が
行
え
る
よ
う
迅
速
か
つ
的

確
な
情
報
提
供
に
努
め
、
県
の

防
災
事
業
で
あ
る
「
み
ず
か
ら

守
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
用
を

働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
作
業
を
進

め
て
お
り
、
避
難
の
目
安
と
な

る
事
項
掲
載
を
検
討
し
な
が
ら
、

平
成
27
年
度
の
全
戸
配
布
を
予

定
し
て
い
る
。

再
質
問

　

み
ず
か
ら
判
断
で
き
な
い
方

へ
の
配
慮
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

再
答
弁
（
防
災
環
境
部
次
長
）

　

逃
げ
時
マ
ッ
プ
で
も
、
最
終

的
に
は
自
分
の
判
断
と
な
る
。

リ
ス
ク
を
把
握
し
、
ど
の
よ
う

な
状
況
で
、
ど
う
い
っ
た
行
動

を
起
こ
す
の
か
な
ど
を
確
認
し
、

行
動
で
き
る
よ
う
「
み
ず
か
ら

守
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
用
を

働
き
か
け
た
い
。

再
々
質
問

　

み
ず
か
ら
判
断
で
き
な
い
人

へ
の
手
だ
て
が
必
要
で
は
な
い

か
。

再
々
答
弁
（
防
災
環
境
部
次
長
）

　

そ
の
よ
う
な
方
は
、
あ
る
意

味
、
災
害
時
要
援
護
者
の
範
疇

に
含
ま
れ
る
。
共
助
に
よ
る
避

難
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

形
成
に
よ
っ
て
災
害
リ
ス
ク
に

対
応
で
き
る
と
考
え
る
。

公
明
党

間
宮
　
文
枝

認
知
症
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

水
害
時
の
逃
げ
時
マ
ッ
プ
の

作
成
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

大
原
　
久
直

そ
の
他
の
質
問

・
国
民
健
康
保
険
証
と
高
齢
者
受

給
者
証
の
簡
素
化
に
つ
い
て

認知症サポーター養成講座
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質
問

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
乱
用
は
深

刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

使
用
者
に
よ
る
事
件
・
事
故
が

後
を
絶
た
ず
、
道
路
交
通
法
違

反
で
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者
が
本

市
内
で
購
入
し
た
と
の
供
述
も

あ
る
。
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
、
中

毒
患
者
の
平
均
年
齢
が
33
・
8

歳
の
働
き
世
代
で
あ
り
、
市
民

の
生
活
や
経
済
な
ど
社
会
全
体

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
。
中
学
生
に
ま
で
広
が
り
つ

つ
あ
る
現
状
を
鑑
み
、
警
察
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
連

携
強
化
に
加
え
、
危
険
ド
ラ
ッ

グ
排
除
に
向
け
た
明
確
な
意
思

表
示
が
不
可
欠
と
考
え
る
。
市

民
へ
の
注
意
喚
起
な
ど
、
現
在

の
取
り
組
み
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁
（
副
市
長
）

　

愛
知
県
で
は
、
関
係
条
例
を

改
正
し
、
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
新
た
な
薬
物
を
規
制
対
象

に
指
定
し
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の

販
売
店
舗
へ
の
立
ち
入
り
調
査

を
行
う
な
ど
、
指
導
の
強
化
を

進
め
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
正
し
い
知

識
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、

愛
知
県
の
危
険
ド
ラ
ッ
グ
根
絶

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
、
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
加
え

て
、
小
学
５
、６
年
生
と
中
学

生
を
対
象
に
薬
物
乱
用
の
害
か

ら
身
を
守
る
こ
と
を
基
本
に
指

導
を
行
う
ほ
か
、
愛
知
県
警
の

協
力
を
得
て
薬
物
乱
用
教
室
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
青
少

年
育
成
会
議
に
お
い
て
も
警
察

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

合
同
で
定
期
的
に
啓
発
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
、

関
係
機
関
と
連
携
を
し
な
が
ら
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
絶
対
に
許
さ

な
い
社
会
風
土
の
醸
成
に
粘
り

強
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

再
質
問

　

本
市
と
し
て
の
対
策
に
つ
い

て
、
新
た
な
考
え
は
。

再
答
弁
（
副
市
長
）

　

新
た
に
薬
物
に
手
を
出
そ
う

と
す
る
若
者
を
い
か
に
防
ぐ
か

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ

と
に
よ
り
、
利
用
者
、
販
売
店

舗
を
減
少
さ
せ
、
結
果
と
し
て

薬
物
を
入
手
し
づ
ら
い
環
境
が

達
成
で
き
る
と
考
え
る
。

質
問

　

①
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地

域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す

る
法
律
制
定
後
、
消
防
団
へ
の

対
応
意
識
の
変
化
、
追
加
措
置

な
ど
の
実
績
は
。

②
同
法
第
４
条
第
３
項
に
「
そ

の
他
の
措
置
を
講
ず
る
」
と
あ

る
。
何
を
指
す
の
か
。

③
同
法
第
20
条
に
よ
る
助
成
を

目
的
と
し
た
特
別
な
施
策
、
助

成
な
ど
の
計
画
は
。

④
消
防
団
員
の
条
例
定
員
を
増

員
す
る
考
え
は
。

⑤
第
４
、５
、６
分
団
の
地
域
に

詰
所
を
設
置
す
る
考
え
は
。

⑥
活
動
服
、
防
寒
服
な
ど
の
再

支
給
に
関
す
る
考
え
は
。

⑦
消
防
ポ
ン
プ
車
の
整
備
計
画

は
。

⑧
火
災
や
水
害
時
な
ど
に
お
い

て
、
緊
急
時
の
伝
達
方
法
を
改

善
す
る
考
え
は
。

⑨
地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
時
、

団
員
の
救
済
支
援
活
動
に
対
す

る
考
え
は
。

⑩
消
防
団
Ｏ
Ｂ
を
自
主
防
災
会

の
役
職
に
推
薦
す
る
考
え
は
。

答
弁
（
防
災
環
境
部
次
長
）

　

①
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
役
割
を
再
確
認
し
、
全
団
員

が
普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
た
。

女
性
団
員
は
、
応
急
手
当
普
及

員
の
資
格
も
取
得
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
の
発
生
直

後
を
想
定
し
、
救
護
所
設
置
訓

練
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

②
退
職
報
償
金
額
の
引
き
上
げ

や
公
務
員
の
消
防
団
員
と
の
兼

職
に
係
る
規
定
及
び
職
務
専
念

義
務
の
免
除
に
係
る
規
定
が
設

け
ら
れ
た
。

③
新
基
準
を
満
た
す
活
動
服
の

購
入
や
耐
切
創
手
袋
の
配
備
な

ど
を
考
え
て
い
る
。　

④
必
要
に
応
じ
定
員
数
の
増
員

を
議
会
に
諮
っ
て
い
き
た
い
。

⑤
必
要
と
考
え
る
。
検
討
し
て

い
き
た
い
。　

⑥
活
動
服
は
、
使
用
状
況
に
応

じ
再
支
給
し
て
い
る
。
防
寒
服

は
、
今
後
、
市
か
ら
の
貸
与
を

考
え
て
い
る
。

⑦
各
分
団
に
消
防
車
１
台
の
配

備
を
予
定
し
て
い
る
。

⑧
消
防
団
役
員
上
位
者
か
ら
、

防
災
行
政
無
線
機
の
貸
与
を
順

次
進
め
て
い
く
。

⑨
参
集
方
法
や
初
動
活
動
な
ど

の
手
順
を
ま
と
め
た
活
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
い
る
。

⑩
自
主
防
災
会
へ
の
紹
介
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の

取
り
組
み
と
対
策
に
つ
い
て

市
民
民
主
ク
ラ
ブ

松
田
　
　
功

消
防
団
の
強
化
、
育
成
、

支
援
策
に
つ
い
て

　

市
政
ク
ラ
ブ

山
下
　
隆
義
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質
問

　

県
道
名
古
屋
外
環
状
線
は
熊

之
庄
地
区
を
南
北
に
縦
断
す
る

地
域
に
と
っ
て
重
要
な
道
路
で

あ
る
が
、
熊
之
庄
西
出
地
区
で

一
部
歩
道
が
未
整
備
と
な
っ
て

い
る
。
市
道
と
の
交
差
点
に
接

し
て
お
り
、
大
変
危
険
な
状
態

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
道
路

の
管
理
責
任
者
は
愛
知
県
で
あ

る
が
、
本
市
と
し
て
次
の
２
点

に
関
し
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
の
か
。

①
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た

理
由
及
び
そ
の
後
の
経
過
に
つ

い
て
。

②
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
建
設
部
長
）

　

①
本
路
線
の
整
備
は
昭
和
47

年
か
ら
愛
知
県
に
お
い
て
進
め

ら
れ
、
付
近
の
用
地
取
得
は
昭

和
55
年
か
ら
57
年
に
か
け
実
施

さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
土
地
所

有
者
は
、
３
名
の
共
有
名
義
と

な
っ
て
お
り
、
仮
登
記
及
び
根

抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
根
抵
当
権
解
除
を
含

め
た
用
地
交
渉
を
行
っ
た
も
の

の
、
交
渉
は
ま
と
ま
ら
ず
、
現

在
で
は
相
続
が
発
生
す
る
な
ど
、

複
雑
か
つ
難
し
い
状
態
と
な
っ

て
い
る
。
愛
知
県
に
お
い
て
、

当
時
の
詳
細
な
内
容
を
知
る
者

は
な
く
、
事
実
上
、
休
止
状
態

と
な
っ
て
い
る
。

②
権
利
者
か
ら
の
情
報
を
も
と

に
、
時
期
を
見
計
ら
い
な
が
ら
、

市
も
連
携
し
解
決
に
努
め
る
。

再
質
問

　

地
域
の
住
民
に
と
っ
て
は
不

本
意
な
状
態
で
あ
る
。
情
報
な

ど
の
把
握
に
努
め
、
早
期
解
決

に
向
け
取
り
組
む
考
え
は
。

再
答
弁
（
建
設
部
長
）

　

権
利
者
か
ら
の
情
報
を
も
と

に
、
市
も
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
な
が
ら
、
愛
知
県
と
連

携
し
、
問
題
解
決
に
向
け
努
力

す
る
。

質
問

　

子
ど
も
の
活
字
離
れ
、
読
書

離
れ
を
防
ぎ
、
読
書
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
親
子
で
本
に
親

し
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
特

に
、
乳
幼
児
期
か
ら
読
書
の
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
子
ど
も
に
と
っ
て
読
書

が
身
近
な
も
の
に
な
る
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
借
り
た
本
の
履

歴
を
目
に
見
え
る
形
で
残
す
こ

と
が
で
き
る
読
書
通
帳
を
導
入

し
、
更
な
る
読
書
推
進
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
。
誰
か
と
冊
数

を
競
う
た
め
で
は
な
く
、
記
録

を
通
し
て
両
親
や
友
人
、
先
生

と
今
読
ん
で
い
る
本
や
か
つ
て

読
ん
だ
本
に
つ
い
て
語
り
合
う

き
っ
か
け
と
も
な
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と

に
も
繋
が
る
。
本
市
に
お
い
て

導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁
（
教
育
部
副
参
事
）

　

読
書
活
動
は
子
ど
も
が
言
葉

を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現

力
を
高
め
、
想
像
力
を
豊
か
な

も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く

う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
り
、
自
主
的
に
読
書

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
環
境
整
備
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
平
成
27
年
度
、

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
記
念
事

業
と
し
て
開
催
す
る
「
図
書
館

は
玉
手
箱
２
０
１
５
」
の
際
に
、

手
書
き
タ
イ
プ
の
読
書
通
帳
の

配
布
並
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
を
計
画

し
て
い
る
。
読
書
通
帳
を
は
じ

め
、
図
書
館
の
多
様
な
取
り
組

み
を
通
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

　

配
布
並
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
と
し

て
計
画
す
る
読
書
通
帳
の
形
態

は
。

再
答
弁
（
教
育
部
副
参
事
）

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
を
考
慮
し
、

Ａ
３
版
の
サ
イ
ズ
を
予
定
し
て

お
り
、
簡
易
に
各
自
で
製
本
で

き
る
よ
う
な
形
態
を
研
究
し
た

い
。

県
道
名
古
屋
外
環
状
線
の
熊
之

庄
地
内
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て

　

市
政
ク
ラ
ブ

永
津
　
正
和

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

に
つ
い
て

　

公
明
党

齊
藤
　
裕
美

そ
の
他
の
質
問

・
防
災
訓
練
へ
の
市
民
の
参

加
協
力
に
つ
い
て

県道名古屋外環状線
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市
民
が
願
う
中
学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

　

日
本
共
産
党

渡
邉
麻
衣
子

公
用
車
の
活
用
に
つ
い
て

市
民
民
主
ク
ラ
ブ

上
野
　
雅
美

質
問

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

で
は
、
就
学
前
児
童
の
保
護
者

か
ら
も
、
小
学
生
の
保
護
者
か

ら
も
一
番
に
多
い
意
見
が
、
医

療
費
補
助
対
象
年
齢
の
拡
大
で

あ
る
。
多
く
の
市
民
が
医
療
費

補
助
の
拡
大
を
願
っ
て
お
り
、

子
育
て
支
援
策
の
一
つ
と
し
て

医
療
費
助
成
の
拡
大
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
。
厳
し
い
財

政
状
況
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は

小
学
３
年
生
ま
で
、
次
に
小
学

校
卒
業
ま
で
、
次
に
中
学
校
卒

業
ま
で
と
段
階
を
設
け
て
、
財

政
負
担
を
緩
和
す
る
な
ど
、
一

歩
一
歩
確
実
に
市
民
の
要
求
実

現
へ
と
進
め
て
い
く
考
え
は
。

答
弁
（
市
長
）

　

子
育
て
支
援
に
対
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
総
合
的
に
判
断

し
た
な
か
で
、
現
行
の
一
部
負

担
を
お
願
い
し
て
い
る
。
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
医
療
費

無
料
化
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ

る
が
、
一
方
で
、
一
部
負
担
は

残
す
べ
き
と
の
意
見
も
多
数
あ

る
。
子
育
て
支
援
を
は
じ
め
と

す
る
市
の
多
種
多
様
な
事
業
の

運
営
に
は
、
多
額
な
経
費
が
必

要
と
な
る
。
限
ら
れ
た
財
源
の

な
か
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
大
切
と

考
え
る
。
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
３

月
策
定
予
定
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

愛
知
県
で
子
ど
も
医
療
費
の

通
院
３
割
助
成
を
行
っ
て
い
な

い
の
は
、
小
学
３
年
生
ま
で
で

は
、
本
市
、
一
宮
市
、
津
島
市

の
３
自
治
体
の
み
で
あ
る
。
よ

り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
へ
助
成

を
広
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

再
答
弁
（
市
長
）

　

疾
病
に
か
か
っ
た
子
ど
も
だ

け
を
主
体
に
考
え
る
の
で
は
な

く
、
総
合
的
に
子
育
て
を
考
え

て
い
る
。
心
身
と
も
に
健
康
な

子
ど
も
を
守
り
、
育
て
て
い
く

た
め
、
多
く
の
時
間
を
過
ご
す

学
校
施
設
の
環
境
整
備
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

質
問

　

交
通
安
全
意
識
の
向
上
や
安

全
運
転
の
啓
発
、
市
内
を
走
行

す
る
公
用
車
が
防
犯
カ
メ
ラ
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
多

く
の
自
治
体
で
公
用
車
に
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
設
置
コ
ス
ト
は
１
台

約
１
万
円
か
ら
２
万
円
程
度
で
、

費
用
対
効
果
も
高
く
、
公
用
車

へ
の
設
置
が
進
め
ば
、
動
く
防

犯
カ
メ
ラ
と
し
て
、
地
域
の
犯

罪
抑
制
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

本
市
の
公
用
車
の
台
数
、
近
年

の
市
職
員
の
公
用
車
で
の
事
故

件
数
や
そ
の
状
況
は
。
ま
た
、

公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
設
置
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
当
局
の
見
解
は
。

答
弁
（
財
務
部
長
）

　

公
用
車
は
現
在
91
台
で
、
う

ち
21
台
を
集
中
管
理
と
し
、
稼

働
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

平
成
25
年
度
の
事
故
件
数
は
19

件
で
、
う
ち
自
損
事
故
は
14
件
、

相
手
方
の
あ
る
事
故
は
5
件
、

う
ち
人
身
事
故
は
1
件
で
あ
る
。

平
成
26
年
度
の
11
月
末
現
在
の

事
故
件
数
は
、
13
件
で
、
う
ち

自
損
事
故
に
つ
い
て
は
、
7
件
、

相
手
方
が
あ
る
事
故
は
6
件
で

人
身
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置

は
、
運
行
頻
度
が
高
い
シ
ャ
ト

ル
ワ
ゴ
ン
や
市
長
車
、
議
長
車

及
び
バ
ス
な
ど
、
走
行
距
離
の

長
い
車
両
へ
の
設
置
が
有
効
と

考
え
て
い
る
。
今
後
は
各
市
の

導
入
状
況
や
デ
ー
タ
管
理
、
運

営
方
法
、
費
用
対
効
果
な
ど
を

調
査
し
、
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

再
質
問

　

職
員
へ
の
交
通
安
全
の
研
修

や
教
育
は
。

再
答
弁
（
財
務
部
長
）

　

朝
礼
な
ど
で
再
三
注
意
を
促

し
、
研
修
基
本
計
画
の
な
か
に
、

交
通
安
全
講
座
を
設
け
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
安
心
し
て
利
用
で
き
る
介

護
保
険
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

公用車
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質
問

　
①
総
務
省
の
決
算
カ
ー
ド
を

経
年
的
に
比
較
す
る
と
、
平
成

20
年
か
ら
24
年
の
５
年
間
に
か

け
て
自
主
財
源
と
な
る
地
方
税

の
法
人
市
町
村
民
税
が
増
減
を

繰
り
返
す
一
方
、
普
通
交
付
税

は
大
幅
に
増
額
さ
れ
て
い
る
。

経
年
的
な
状
況
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
本
市
の
「
身
の
丈
」
を

確
認
す
る
意
味
で
、
歳
入
の
財

政
状
況
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

②
身
の
丈
経
営
を
実
現
す
る
に

は
経
年
的
な
財
政
広
報
が
必
要

だ
が
、
合
併
後
の
本
市
の
状
況

を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
財
政
広

報
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

答
弁
（
財
務
部
次
長
）

　

①
本
市
の
歳
入
の
半
分
は
市

税
が
占
め
て
お
り
、
地
方
交
付

税
や
補
助
金
な
ど
へ
の
依
存
割

合
が
低
い
こ
と
か
ら
安
定
し
た

歳
入
構
成
で
あ
る
が
、
市
税
の

多
く
が
個
人
市
民
税
の
た
め
、

大
幅
な
増
収
は
見
込
め
ず
、
法

人
市
民
税
に
つ
い
て
も
減
収
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
普
通
交
付

税
は
合
併
に
よ
る
優
遇
措
置
が

平
成
28
年
度
か
ら
段
階
的
に
縮

減
さ
れ
、
交
付
額
も
変
動
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
合
併
9
年
目

の
本
市
は
、
新
た
な
都
市
を
形

作
る
過
渡
期
の
た
め
、
経
年
を

踏
ま
え
た
身
の
丈
を
確
認
す
る

に
は
ま
だ
期
間
を
要
す
る
が
、

引
き
続
き
厳
し
い
状
況
は
続
く

た
め
、
企
業
誘
致
な
ど
を
は
じ

め
と
し
た
財
源
確
保
が
必
要
と

考
え
る
。

②
現
在
は
、
毎
年
４
月
に
予
算

の
状
況
、
６
月
に
予
算
の
執
行

状
況
、
12
月
に
執
行
状
況
に
合

わ
せ
て
決
算
の
状
況
を
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
。
今
後
も
分
か
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
、
財
政
状
況

や
課
題
を
市
民
と
共
有
し
た
い
。

再
質
問

　

新
都
市
形
成
は
ど
の
く
ら
い

の
期
間
を
想
定
し
て
い
る
か
。

再
答
弁
（
財
務
部
次
長
）

　

平
成
32
年
度
ま
で
を
新
市
建

設
計
画
期
間
と
し
て
い
る
。

質
問

　

西
春
日
井
地
区
で
は
２
年
連

続
で
新
任
教
員
が
退
職
す
る
な

ど
教
員
の
過
労
が
疑
わ
れ
て
い

る
。
日
々
の
労
働
に
疲
れ
果
て

た
状
態
で
は
笑
顔
で
子
ど
も
に

接
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

ず
は
労
働
環
境
を
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
。
次
の
２
点
に
対
す

る
当
局
の
考
え
は
。

①
適
切
な
労
働
時
間
把
握
に
必

要
な
学
校
施
錠
開
錠
記
録
の
公

開
を
す
る
考
え
は
。

②
教
員
の
超
過
勤
務
の
実
態
に

つ
い
て
市
教
育
委
員
会
の
見
解

と
具
体
的
な
方
策
は
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

①
各
学
校
に
学
校
施
錠
開
錠

記
録
の
作
成
を
求
め
て
お
ら
ず
、

今
後
、
作
成
し
て
公
開
す
る
予

定
も
な
い
。
校
長
が
月
ご
と
に

長
時
間
在
校
者
を
把
握
し
、
対

応
し
て
い
る
。

②
現
行
制
度
で
は
時
間
外
勤
務

は
学
校
行
事
や
非
常
災
害
な
ど

や
む
を
得
な
い
場
合
の
み
に
限

定
し
て
い
る
。
勤
務
時
間
外
は

必
要
に
応
じ
、
自
発
的
・
自
主

的
に
在
校
し
て
お
り
、
在
校
時

間
を
抑
制
す
る
だ
け
で
は
教
員

の
意
欲
の
減
退
、
教
育
の
質
の

低
下
が
危
惧
さ
れ
る
。
教
育
委

員
会
で
は
各
学
校
に
、
心
身
の

健
康
を
維
持
し
て
職
務
に
邁
進

で
き
る
職
場
環
境
を
整
え
る
よ

う
指
導
し
て
お
り
、
引
き
続
き

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

再
質
問

　

学
校
施
錠
開
錠
記
録
は
適
切

な
労
働
管
理
の
た
め
に
必
要
な

情
報
で
あ
る
。
取
得
に
努
め
る

考
え
は
。

再
答
弁
（
教
育
長
）

　

全
教
員
の
在
校
を
示
す
記
録

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の

と
こ
ろ
取
得
は
考
え
て
い
な
い
。

再
々
質
問

　

本
質
は
い
か
に
サ
ー
ビ
ス
残

業
を
減
ら
す
か
に
あ
る
。
給
食

の
時
間
な
ど
も
子
ど
も
を
見
て

い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
休
憩

時
間
も
満
足
に
取
得
で
き
な
い

状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

再
々
答
弁
（
教
育
長
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
あ
る
い
は

教
員
の
実
態
に
合
わ
せ
て
取
得

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

身
の
丈
経
営
を
実
現
す
る

た
め
の
財
政
広
報
に
つ
い
て

無
会
派

阿
部
　
武
史

教
員
の
超
過
勤
務
の

実
態
に
つ
い
て

　

無
会
派

梅
村
　
真
史

そ
の
他
の
質
問

・
中
心
市
街
地
活
性
化
へ
向

け
た
協
働
カ
フ
ェ
実
施
に

つ
い
て

・
「
時
代
の
変
化
へ
の
対

応
」
を
支
え
る
職
員
研
修

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
国
際
交
流
協
会
に
つ
い
て
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議
会
活
動
報
告

11
月
5
日　

福
岡
県
嘉
麻
市
議
会
視
察
来
庁

　
　

7
日　

本
会
議
（
臨
時
会
）

　
　
16
日　

消
防
団
観
閲
式

　
　
18
日　

北
海
道
滝
川
市
議
会
視
察
来
庁

　
　
19
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

20
日　

西
春
日
井
市
町
議
長
会

　
　

21
日　

兵
庫
県
稲
美
町
議
会
視
察
来
庁

　
　

26
日　

本
会
議

　
　
　
　
　

議
員
研
修
会

　
　
　
　
　

議
会
報
告
会
検
討
部
会

12
月
3
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

4
日　

本
会
議

　
　

8
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

　
　

9
日　

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

　
　

10
日　

建
設
常
任
委
員
会

　
　

11
日　

総
務
常
任
委
員
会

　
　

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
18
日　

本
会
議

　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

12
月
24
日　

北
名
古
屋
水
道
企
業
団

　
　　
　
　

議
会
臨
時
会

　
　　
　
　

北
名
古
屋
衛
生
組
合
議
会

　

　　

　　

臨
時
会

　
　

25
日　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　

議
会
臨
時
会

　
　
28
日　

消
防
団
年
末
夜
警
激
励

1
月
11
日　

西
春
日
井
二
市
一
町
合
同

　
　
　
　
　

消
防
出
初
式

　
　

13
日　

議
会
報
告
会
検
討
部
会

　
　

14
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　　

議
会
報
告
会
検
討
部
会

　
　
　
　　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

　
　
22
日　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　　

議
事
運
営
会
議

　
　
27
日　

埼
玉
県
志
木
市
議
会
視
察
来
庁

　
　
28
日　

市
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議

　
　
29
日　

鹿
児
島
県
曽
於
市
議
会

　
　
　
　
　

視
察
来
庁

　
　
30
日　

二
組
合
議
事
運
営
会
議

市のホームページからも議会だよりが閲覧できます。　http://www.city.kitanagoya.lg.jp

平成27年度　市議会モニターを募集します
　～あなたも市議会モニターとして活動しませんか～

　効率的な議会運営をめざすため、市議会に対し意見、提案などを提供していただく市議会モニタ
ーを募集します。あなたの意見などを市議会にいかしてみませんか。ぜひ、ご応募ください。

応募資格　満18歳以上で市内に在住、在勤又は在学し、市議会に関心のある方。
ただし、公職者及び公務員は、応募できません。　

募集人員　若干名

職　　務　・本会議、常任委員会、特別委員会を傍聴し、議会運営の見聞を広めること。
・議会の運営についての意見、提案などを文書により提出すること。
・議会が行うアンケート調査に回答すること。
・モニター会議に出席し、意見交換を行うこと。

任　　期　委嘱の日から平成28年３月31日まで

謝　　礼　予算の範囲内で支給します。

応募方法　所定の応募用紙（議会事務局にあります）に必要事項を記入し、平成27年
２月27日（金）までに議会事務局（東庁舎）へ提出してください。

選考方法　地域、職業、年齢などを考慮し、特に市議会モニター活動に意欲的かつ適
任であると判断した方を議長が選任します。

再生紙を使用しています。
大気汚染防止のため植物油インキを使用しています。


